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い
わ
ゆ
る

「近
称
の
指
示
副
詞
」
に
つ
い
て

一

は

じ

め

に

現
代
日
本
語
の
指
示
詞
に
つ
い
て
は
、
近
年
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
そ
の
結

果
、
高
い
水
準
の
分
析
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
複
雑
な
用
法
も
明
ら

か
に
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

表

（１
）

遠
称

中

称

近
称
現
代
語

ア

ノ

・
ア

レ

・
ア

ソ

コ

｀
ノ
ノ

｀
ノ

レ

｀
ノ
コ

コ

ノ

・

コ

レ

・

コ

コ

指
示
代
名
詞

ア
ア

・
ア

ン
ナ

・
ア
ア
イ
ウ
等

ソ
ウ

・
ソ
ン
ナ

・
ソ
ウ
イ
ウ
等

コ
ウ

ｏ
コ
ン
ナ

・
コ
ウ
イ
ウ
等

指
示
副
詞

し
か
し
、
そ
れ
は
コ
ノ
・
ソ
ノ

・
ア
ノ
等
の
い
わ
ゆ
る
指
示
代
名
詞
の
み
で
、

同
じ
指
示
詞
体
系
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
指
示
副
詞
に
つ
い
て
は
、
現
代
語
に

お
い
て
さ
え
、
あ
ま
り
考
察
の
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
も
な
く
、
さ
ら
に
歴
史
的

な
変
遷
に
つ
い
て
は
、
橋
本
四
郎

（
一
九
六
六

。
三
二
〇
頁
）
等
で

「カ
ク
↓

カ
ウ
↓
コ
ー
」
「サ
↓
サ
ウ
↓
ソ
ー
」
と
い
う
形
態
的
な
変
化
に
つ
い
て
言
及
さ

れ
る
の
み
で
、
古
代
語
の

「カ
ク
」
と
現
代
語
の

「
コ
ー

（
コ
ウ
ご

と
の
意
味
。

用
法
の
相
違
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

岡

崎

友

子

一表

（２
）

遠

称

中

称
近
称
古
代
語

カ

ノ

・
カ

レ

・
カ

シ

コ

（
ア

ノ

）

（
ア

レ

）

（
ア

シ

コ

）

｀
ノ

ノ

｀
ノ
レ

ソ
コ

コ

ノ

・

コ

レ

・

コ

コ

指
示
代
名
詞

（無
し
）

サ

・
サ
ル

・
サ
ヤ
ウ
等

カ
ク

・
カ
カ

ル

・
カ
ヤ
ウ
等

指
示
副
詞

そ
こ
で
、
一剛
稿

（岡
崎

（
一
九
九
九
と

で
は
、
こ
れ
ら
の
指
示
副
詞
の
意
味
。

用
法
を
明
ら
か
に
す
る
第

一
歩
と
し
て
、
古
代
語
の
二
系

（近
称

。
中
称
）
対

立
の
う
ち
の
一
系
で
あ
る
近
称
に
つ
い
て
、
「カ
ク
」
を
中
心
に
そ
の
歴
史
的
変

遷
の
記
述
を
お
こ
な
っ
た
。

今
回
は
次
の
段
階
と
し
て
、
そ
の
変
遷
の
本
質
的
構
造
は
指
示
副
詞
が
修
飾

す
る
述
語
の
表
す
ア
ス
ペ
ク
ト

・
場
面
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
証

す
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、
時
代
を
上
代

。
中
古
と
現
代
に
限
定
し
、
そ
の

時
代
の
近
称
副
詞
が
修
飾
す
る
述
語
の
表
す
ア
ス
ペ
ク
ト

・
場
面
を
分
析
し
比

較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
相
違
を
明
示
す
る
。

そ
し
て
最
終
的
に
、
岡
崎

（
一
九
九
九
）
で
示
し
た
、
指
示
副
詞
が
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
化
し
て
い
く

（「カ
ク

（カ
ウ
ご

か
ら

一カ
ヤ
ウ

・
コ
ウ

・
コ
ノ
ヤ



ウ

・
コ
ノ
ゴ
ト
ク

・
コ
ウ
シ
テ
」
等
へ
）
と
い
う
変
遷
の
本
質
的
構
造
は
、
物

事
が
表
す
状
態

。
時
間
的
局
面
を
よ
り
分
析
的
な
も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
変

化
の
方
向
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
回
は
紙
幅
の
制
約
か
ら
、
時
代
を
上
代

・
中
古
と
現
代
に
、
ま
た
用
法
を

副
詞
的
用
法
に
絞
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
、
他
の
用
法
を
合
め
た
各
時
代
（上

代
か
ら
現
代
）
を
通
し
て
の
論
考
、
さ
ら
に
も
う

一
系
の
指
示
副
詞
で
あ
る
中

称

（「サ

・
サ
ヤ
ウ
」
等
）
の
考
察
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

二
　
古
代

（上
代

。
中
古
）
と
現
代
の
近
称
の
指
示
副
詞

二
。
一　
指
示
副
詞
の
用
法
と
対
象
と
す
る
副
詞
的
用
法
に
つ
い
て

指
示
副
詞
を
文
中
で
の
働
き
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
以
下
の

〈連
体
詞
的

用
法
〉
〈名
詞
的
用
法
〉
〈副
詞
的
用
法
〉
〈述
語
的
用
法
〉
に
な
る
。

〈連
体
詞
的
用
法
〉

名
詞
を
修
飾
す
る
。

①
こ
ん
な
車
が
欲
し
い
。

〈名
詞
的
用
法
〉

「指
示
副
詞
十
の
十
名
詞
」
と
い
う
形
で
名
詞
を
修
飾
す
る
。

②
こ
れ
く
ら
い
の
荷
物
な
ら
僕
に
だ
っ
て
運
べ
る
よ
。

〈副
詞
的
用
法
〉

動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
・
連
用
修
飾
語
Ｌ
名
詞
十
だ
」

を
修
飾
す
る
。

③
ハ
ン
ド
ル
は
右
に
こ
う
回
し
て
く
だ
さ
い
。

〈述
語
的
用
法
〉

述
語
と
な
る
。

０
僕
の
田
合
も
昔
は
こ
ん
な
だ
っ
た

（＝
こ
ん
な
様
子
だ
っ
た
）
な
あ
。

こ
れ
ら
の
用
法
の
う
ち
、　
一
で
述
べ
た
よ
う
に
本
稿
で
は
考
察
対
象
を

〈副

詞
的
用
法
〉
の
み
に
絞
る
が
、
〈副
詞
的
用
法
〉
は
そ
の
表
す
意
味
か
ら

【用
法

１
】
～

【用
法
６
】
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
祈
¨

そ
の
分
類
と
あ
わ
せ
て
、
岡
崎

（
一
九
九
九
）
の
調
査
結
果
よ
り
、
現
代
の

「
コ
ウ
」
と
上
代

・
中
古
の

「カ
ク
」
の
各
副
詞
的
用
法
で
の
使
用
を
表
（３
）

に
ま
と
め
る

（各
用
法
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
【用
法
１
】
か
ら

【用
法
３
】
は

本
稿
第
二
節
で
、
【用
法
４
】
は
第
四
節
で
述
べ
る
）。

表

（３
）

【用
法
６
】
《程
度
》

【用
法
５
】
舎
一墨

的̈
内
容
》

【用
法
４
】
《静
的
状
態
の
容
子
》

【用
法
３
】
《非
意
志
的
作
用
の
様
態
》

【用
法
２
】
《変
化
の
様
相
》
（説
明

。
分
析
）

（そ
の
他
）

【用
法
１
】
《動
作
／
作
用
の
様
態
》
（説
明

。
分
析
）

（そ
の
他
）

用

法

○ ○ × ○ × ○
現
代

「
コ
ウ
」

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上
代

・
中
古

「
カ
ク
」

（使
用
首
０
使
用
無
ｘ
）

表
（３
）
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
現
代
の

「
コ
ウ
」
は
上
代
。中
古
の

「カ
ク
」

に
較
べ
、
使
用
で
き
る
用
法
の
範
囲
が
か
な
り
狭
い
。

こ
れ
は
結
論
を

一
部
先
取
り
し
て
述
べ
る
と
、
現
代
の

「
コ
ウ
」
は
ア
ス
ペ

ク
ト
対
立
の
成
立
し
な
い
述
語
は
修
飾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、

ア
ス
ペ
ク
ト
が
成
立
す
る
述
語
で
も
説
明

・
分
析
の
場
面
で
な
い
と
使
用
で
き

な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
上
代

・
中
古
の

「
カ
ク
」
に
は
そ
の
よ
う
な
制
限
が
な

い
の
で
あ
る
。

詳
し
く
は
、
第
二
節
で
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
す
る
述
語
に
つ
い
て
、
第



四
節
で
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
が
成
立
し
な
い
述
語
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
こ
と

に
す
る
。

一Ｔ

二
　
対
象
外
の
副
詞
的
用
法

な
お
本
稿
で
は
議
論
を
単
純
化
す
る
た
め
に
、
【用
法
５
】
【用
法
６
】
は
扱

わ
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
【用
法
５
】
は
発
言

・
思
考
を
表
す
動
詞

（三
［

う
。思
う
」
等
）
を
修
飾
し
て
発
言
。思
考
の
内
容
を
表
し
、
ま
た

【用
法
６
】

は
形
容
詞

・
形
容
動
詞

・
連
用
修
飾
語
を
修
飾
し
て
、
そ
れ
ら
が
表
す
程
度
が

大
き
い
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
【用
法
１
】
か
ら

【用
法
４
】
ま
で
と
は
、

か
な
り
意
味
的
に
差
異
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
岡
崎

（
一
九

九
九
）
の
調
査
で
、
【用
法
５
】
は
そ
の
用
法
に
ほ
と
ん
ど
歴
史
的
変
化
は
な
く
、

【用
法
６
】
は
他
の
用
法
と
は
別
の
歴
史
的
変
化
の
側
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
【用
法
５
】
【用
法
６
】
ま
で
合
め
た
指
示
副
詞
の

総
合
的
な
分
析
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

【用
法
５
】
と

【用
法
６
】
の
例
を
以
下
に
示
し
て
お
く
。

【用
法
５
】
舎
一口語
的
内
容
》

Ｑ

「お
い
、
大
事
件
だ
。」
司
引
言
い
な
が
ら
、
鷲
尾
編
集
長
が
部
屋
に
入
っ

て
き
た
。

【用
法
６
】
《程
度
》

０

「暑
い
、
暑
い
。
」
「
ほ
ん
と
、
こ
う
暑
い
と
外
に
出
か
け
た
く
な
い
わ
。」

と
こ
ろ
で
、
」ヽ
れ
ら
の
近
称
の
指
示
副
詞
の
指
示
領
域
は
、
指
示
代
名
詞
（
コ

ノ

・
コ
レ
・
コ
コ
）
と
同
じ
で
、
用
法
も
同
じ
く
直
示

・
照
応
用
法
を
持
つ
。

但
し
、
古
代

（上
代

。
中
古
）
に
お
け
る
近
称
の
指
示
副
詞
の
指
示
領
域
に
つ

い
て
は
、
指
示
代
名
詞
の
指
示
領
域
の
複
雑
な
歴
史
的
変
化
と
深
く
関
連
し
て

お
り
、
そ
の
指
示
領
域
に
つ
い
て
も
別
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

一Ｔ

〓
一　
現
代
の

「
コ
ウ
」
に
つ
い
て

次
の
表

（４
）
に

【用
法
１
】
～

【用
法
４
】
に
用
い
ら
れ
る
上
代

・
中
古

＾
４
）

と
現
代
の
近
称
の
指
示
副
詞
を
ま
と
め
て
お
く
。

こ
の
よ
う
に
現
代
に
は
様
々
な
指
示
副
詞
が
存
在
す
る
が
、
古
代

（上
代

。

表

（４
）

力

・
カ

ク

一
カ

ク

ノ

ゴ

ト

一

上

　

代

カ
ク

（
カ
ウ
）

力

（
ク
／

ウ

）
ヤ

ウ

ニ

一カ
ク

ノ
ゴ
ト

一

中

　

古

コ

ウ

コ
ノ
ョ
ウ
ニ
・
コ
ウ
シ
テ

コ
ウ
ヤ
ッ
テ

・
コ
ン
ナ
風
ニ

コ
ウ
イ
ウ
風
ニ

コ
ノ
通
り

（
二
）

現
　
代

貧
カ
ク
ノ
ゴ
ト
｝
は
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
）

中
古
）
に
お
い
て
は

「
カ
ク

（カ
ウ
ご

と
、
「
カ
ク

（カ
ウ
ご

よ
り
遥
か
に
勢

力
の
弱
い

「
カ
ク
ノ
ゴ
ト
」
「
力

（ク
／
ウ
）
ヤ
ウ
ニ
」
の
み
で
あ

っ
た
。

こ
の
事
実
か
ら
、
現
代
に
お
い
て
は

「
コ
ウ
」
と
そ
の
他
の
指
示
副
詞
そ
れ

ぞ
れ
に
、
何
ら
か
の
機
能

。
表
現
の
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
使
い
分
け
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
古
代

（上
代

。
中
古
）
に
は
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

と
い
う
予
測
が
た
つ
。

そ
こ
で
、
現
代
の

「
コ
ウ
」
と
そ
の
他
の
指
示
副
詞
の
用
法
を
詳
し
く
分
析
・

考
察
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能

・
表
現
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

ま
ず
、
現
代
の

「
コ
ウ
」
に
つ
い
て
だ
が
、
「
コ
ウ
」
は
そ
の
使
用
に
以
下
の

よ
う
な
制
約
が
あ
る
こ
と
が
金
水
敏
他

（
一
九
八
九
）
『日
本
語
文
法
セ
ル
フ
・



マ
ス
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
４
指
示
詞
』
（以
後

『セ
ル
フ
し

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
う
」
は
、
眼
前
の
動
作
を
直
接
指
し
示
し
な
が
ら
そ
の
様
態
そ
の
も
の

の
説
明
。分
析
を
行
う
と
き
だ
け
に
用
い
る
。
（中
略
）
ま
た
、
指
示
詞
と
動
詞

の
間
に
他
の
成
分
が
入
る
と
き
は
、
Ｆ
』う
」
は
使
え
な
い
。「セ
ル
フ
』
（５７
頁
）

そ
し
て
実
際
に

【用
法
５
】
【用
法
６
】
以
外
で
用
い
ら
れ
て
い
る

「
コ
ウ
」

を
観
察
し
分
析
す
る
と
、
次
の
よ
う
な

「
コ
ウ
」
の
性
質
が
考
え
ら
れ
る
。

〈仮
説

。
現
代
語

「
コ
ウ
」
の
性
質
〉

「
コ
ウ
」
は
発
話
と
と
も
に

［Ｉ
］
で

［
Ⅱ
］
を
示
し
そ
の
様
態

・
様
相
を
表

す
。［Ｉ
］指
し
示
す
身
体
的
動
作

｛指

。
視
線

・
顔
の
向
き

。
体
の
動
き
等
で
対

象
を
指
し
示
す
動
作
）。

［
Ⅱ
］発
話
者

（Ａ
）
ま
た
は
眼
前
の
他
者

（Ｂ
）
が
動
作

。
作
用
を
お
こ
な

っ
て
い
る
、
そ
の
動
作

。
作
用
の
主
体
か
客
体
。

①
主
体
を
示
す
場
合
、
（Ａ
）
（Ｂ
）
の
動
作

。
作
用
の
様
態
を
表
す
。

（７
Ｙ
」
の
牛
肉
は
こ
こ
に
包
丁
を
入
れ
て
、
こ
う
切
り
ま
す
。

②
客
体
を
示
す
場
合
、
（Ａ
）
（Ｂ
）
の
動
作

。
作
用
に
よ
っ
て
現
れ
る
変

化
の
様
相
を
表
す
。

（８
）
こ
の
牛
肉
は
こ
こ
に
包
丁
を
入
れ
る
と
、
こ
う
切
れ
ま
す
。

つ
ま
り

「
コ
ウ
」
は
発
話
と
と
も
に

［Ｉ
］
（身
体
的
動
作
）
で

［Π
］
の
主

体
か
客
体
の
ど
ち
ら
か
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
様
態

。
様
相
を
表
す
と
い
う
働

き
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
（本
稿
で
は
、
こ
の
［Ｈ
］①
を
【用
法
１
】
《動
作
／

作
用
の
様
態
》
、
［Ｈ
］
②
を

【用
法
２
】
《変
化
の
様
相
》
と
す
る
。
）
な
お
、

［Ｈ
］
の
動
作
の
主
体
が
発
話
者

（Ａ
）
で
あ
っ
た
場
合
、
発
話
者
は

［Ｈ
］
と

［Ｉ
］
を
同
時
に
お
こ
な
う
こ
と
に
な
り
、
発
話
者
は
自
ら

［Ⅱ
］
の
動
作
・作

用
を
し
て
見
せ
る
と
い
う
こ
と
で

［Ｉ
］
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

他
の
近
称
の
指
示
副
詞
も
こ
の

「
コ
ウ
」
と
同
じ
く
、
発
話
に
よ
り
自
分
や

眼
前
の
動
作

・
作
用
を
指
し
示
し
そ
の
様
態

。
様
相
を
表
す
働
き
を
す
る
。
し

か
し

「
コ
ウ
」
が
他
の
指
示
副
詞
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
必
ず

［Ｉ
］
（
い
わ
ば
、

身
体
的
指
示
動
作
）
を
伴
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の

「
コ
ウ
」
の
強
い
指
示
行
為
は
、
「自
分
ま
た
は
眼
前
の
動
作
・作
用
の

様
態
」
「自
分
ま
た
は
眼
前
の
動
作
・作
用
に
よ
り
起
こ
っ
た
変
化
の
様
相
」
を

聞
き
手
に
差
し
出
し
て
み
せ
る
と
い
う
行
為
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「動
作
・

作
用
の
様
態
、
変
化
の
様
相
」
を
差
し
出
し
て
聞
き
手
に
見
せ
る
と
い
う
行
動

が
、
そ
の
動
作

。
作
用
、
ま
た
は
そ
れ
に
よ
る
変
化
そ
の
も
の
を
聞
き
手
に
説

明
・分
析
す
る
為
と
解
釈
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り

「
コ
ウ
」
は
次
の

（
１
｝
｛２
｝

の
よ
う
な
場
面
で
し
か
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る

〈仮
説

・
制

約
１
〉。

〈仮
説

・
制
約
１
〉

「
コ
ウ
」
は

｛
１
）
｛
２
）
の
場
面
で
し
か
用
い
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

（
１
）
発
話
者

（Ａ
）
の
動
作
。作
用
、
ま
た
は
眼
前
の
他
者

（Ｂ
）
の
動
作
・

作
用
を
直
接
指
し
示
し
な
が
ら
、
そ
の
動
作

・
作
用
の
様
態
そ
の
も
の
の

説
明

・
分
析
を
行
う
。

（
２
）
発
話
者

（Ａ
）
の
動
作
。作
用
、
ま
た
は
眼
前
の
他
者

（Ｂ
）
の
動
作
。

作
用
の
結
果
現
れ
た
変
化
の
様
相
そ
の
も
の
の
説
明

。
分
析
を
行
う
。

（説
明

・
分
析
＝

「動
作

。
作
用
の
仕
方

。
な
さ
れ
方
」
「動
作

・
作
用

・

変
化
の
あ
り
よ
う
」等
を
聞
き
手
に
教
え
た
り
、解
説
し
た
り
す
る
こ
と
。）

次
に
「
コ
ウ
」
が
こ
の
よ
う
に

｛
１
｝
｛２
｝
の
場
面
で
し
か
使
用
で
き
な
い

と
す
る
と
、
「
コ
ウ
」
の
副
詞
的
使
用
に
は
、
さ
ら
な
る
制
限
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は

「
コ
ウ
」
が
修
飾
す
る
の
は

（１
）
｛２
｝
の
場
面
だ
け
、
つ
ま
り
外
的



に
動
態
的
状
態
を
表
し
て
い
る
述
語

（ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
す
る
述
語
）

し
か
修
飾
で
き
な
い
と
す
る
と
、
「
コ
ウ
」
は
静
的
状
態
を
表
す
述
語

（ア
ス
ペ

ク
ト
対
立
の
成
立
し
な
い
述
語
）
を
修
飾
で
き
な
い
こ
と
に
な
る

〈仮
説

。
制

約
２
〉。
そ
し
て
ま
た
、
動
態
的
状
態
を
表
す
述
語
で
も
、
発
話
者
。眼
前
の
他

者
の
動
作

。
作
用

（ま
た
そ
の
動
作

。
作
用
の
結
果
の
変
化
）
で
は
な
い
、
非

意
志
的
な
作
用
を
表
す
述
語
は
修
飾
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る

〈仮
説

・
制
約

（６
）
３

〉
。

〈仮
説

・
制
約
２
〉

「
コ
ウ
」
は
静
的
状
態
を
表
す
述
語

（ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
が

成
立
し
な
い
述
語
）
は
修
飾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

〈仮
説

。
制
約
３
〉

「
コ
ウ
」
は
非
意
志
的
な
作
用
を
表
す
述
語
は
修
飾
で
き
な

い
。
で
は
、
各
副
詞
的
用
法

（【用
法
１
】
か
ら

【用
法
４
じ

で
の
現
代
語

「
コ

ウ
」
の

〈仮
説

・
制
約
１
〉
〈仮
説

・
制
約
２
〉
〈仮
説

・
制
約
３
〉
を
確
認
し
、

ま
た
古
代
語

（上
代

。
中
古
）
の

「カ
ク
」
に
は
こ
の
よ
う
な
制
約
が
な
か
っ

た
こ
と
を
あ
わ
せ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。

〓
一　
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
す
る
述
語
に
つ
い
て

―
―

【用
法
１
】
か
ら

【用
法
３
】
―
―

こ
の
第
二
節
で
は
、
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
す
る
述
語
を
指
示
副
詞
が
修

飾
す
る
用
法
に
つ
い
て
述
べ
る

（【用
法
１
】
か
ら

【用
法
３
じ
。

で
は
、
ま
ず
初
め
に
論
を
進
め
る
上
で
必
要
な
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
概
念
に
つ

い
て
説
明
し
て
お
く
。

一二
。
一　
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
と
動
詞
分
類
に
つ
い
て

工
藤
真
由
美

（
一
九
九
五
）
に
よ
れ
ば
、
現
代
共
通
語
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ

ク
ト

は
、

概
ね
次
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

テ

ン

ス

過
去
時
制
と
非
過
去
時
制
の
対
立
と
し
て
示
さ
れ
る
、
事
象

と
発
話
時
と
の
外
的
時
間
関
係
の
相
違

ア
ス
ペ
ク
ト
…
…
完
成
相
と
継
続
相
の
対
立
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
、
同

一
の
動

態
的
事
象
に
対
す
る
時
間
的
展
開

（内
的
時
間
）
の
側
面
か

ら
の
捉
え
方
の
相
違

そ
し
て
時
間
表
現
は
表
（５
）
の
よ
う
に
、
外
的
時
間
で
あ
る
テ
ン
ス
と
内
的

時
間
で
あ
る
ア
ス
ペ
ク
ト
と
が
統

一
す
る
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

但
し
、
こ
の
表

（５
）
に
見
ら
れ
る
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
は
動
詞
に

表

（５
）

過
去
非
過
去

タ

ス
ル

完
成
相

シ

テ

イ

タ

ン
テ
イ
ル

継
続
相

限
ら
れ
、
「湖
面
は
美
し
か
っ
た
」
「教
室
は
静
か
だ
っ
た
」
「太
郎
は
病
気
だ
」

の
よ
う
に
時
間
的
展
開
の
な
い
形
容
詞

・
形
容
動
詞

・
名
詞
述
語
、
ま
た
動
詞

述
語
の
な
か
で
も

「あ
る
、
い
る
」
の
よ
う
な
存
在
動
詞
や
、
金
田

一
春
彦

（
一

九
五
〇
）
の
動
詞
分
類
で
第
四
種
と
さ
れ
る

「す
ぐ
れ
て
い
る
」
等
を
述
語
と

す
る
も
の
は
、
テ
ン
ス
対
立
は
成
立
す
る
が
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
は
成
立
し
な
い

の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
工
藤

（
一
九
九
五
）
の
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
の
有

無
に
よ
る
動
詞
分
類
に
従
い
、
動
詞
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

○
外
的
運
動
動
詞

（ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
が
成
立
す
る
）
開
け
る

ｏ
着
る

ｏ
食

べ
る
等



○
静
態
動
詞

（ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
が
成
立
し
な
い
）
あ
る
ｏ
い
る
ｏ
異
な
る
ｏ

す
ぐ
れ
て
い
る
等

○
内
的
情
態
動
詞

（典
型
的
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
は
実
現
し
な
い
）
思
う

。
考

え
る
等

さ
ら
に
外
的
運
動
動
詞
は
工
藤

（
一
九
九
五
）
で
、
「主
体
動
作
・客
体
変
化

動
詞
」
「主
体
変
化
動
詞
」
「主
体
動
作
動
詞
」
に
下
位
分
類
さ
れ
る
。
本
稿
は
、

指
示
副
詞
の
用
法
の
観
点
か
ら
、
こ
の
分
類
を
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
下
位
分

類
す
る
。

○
外
的
運
動
動
詞

［
Ａ
］
「主
体
動
作
。
客
体
変
化
動
詞

〔他
動
詞
ど

―
あ
け
る
・
あ
む
。
お
る
ｏ

き
る
等

［Ｂ
］
「主
体
変
化
動
詞
」

［Ｂ
ｌ
］
「主
体
変
化
／
主
体
動
作

〔再
帰
動
詞
ど

「人
の
意
志
的
な
変
化
動

詞

〔自
動
詞
ピ

ー
か
ぶ
る

ｏ
つ
か
む

・
た
つ
等

［Ｂ
２
］
「も
の
の
無
意
志
的
な
変
化
動
詞

〔自
動
詞
ど

―
あ
く
。
お
れ
る
ｏ

さ
れ
る

ｏ
ま
が
る
等

［Ｃ
］
「主
体
動
作
動
詞
」

［Ｃ
ｌ
］
「主
体
動
作
／
客
体
動
き

（接
触
）
動
詞

〔他
動
詞
ど

「人
の
意
志

的
動
作
動
詞

〔自
動
詞
ど

「人
の
認
識
活
動

・
表
現
活
動
動
詞

〔他

動
詞
ど

―
ま
わ
す

。
お
す

。
あ
る
く

ｏ
は
じ
る
・
に
ら
む
。
お
ど
る

等

［Ｃ
２
］
「も
の
の
非
意
志
的
な
動
き

（現
象
）
動
詞

〔自
動
詞
ご

―
ふ
く
。

と
ぶ

。
か
れ
る
等

こ
の
外
的
運
動
動
詞
述
語
を
指
示
副
詞
が
修
飾
す
る
の
が

【用
法
１
】
か
ら

【用
法
３
】
で
あ
り
、
ま
た
、
静
態
動
詞

・
形
容
詞
／
形
容
動
詞

・
名
詞
述
語

を
修
飾
す
る
の
が

【用
法
４
】
で
あ
る
。

で
は

「
コ
ウ
」
の

〈仮
説
・制
約
１
〉
〈仮
説
。制
約
２
〉
〈仮
説
・制
約
３
〉

に
つ
い
て
、
【用
法
１
】
【用
法
２
】
【用
法
３
】
の
順
に
検
証
し
て
み
る
こ
と
に

す
る
。

三
・
二

【用
法
１
】
《動
作
／
作
用
の
様
態
》
に
つ
い
て

こ
の

【用
法
１
】
は

［Ａ
］
［Ｂ
ｌ
］
［Ｃ
ｌ
］
の
外
的
運
動
動
詞
を
修
飾
し

て
、
発
話
者
の
動
作

・
作
用
、
ま
た
は
発
話
者
が
指
し
示
し
て
い
る
眼
前
の
他

者
の
動
作

・
作
用
の
様
態
を
表
す
。
こ
の

【用
法
１
】
の
場
合
、
述
語
は
す
べ

て
、
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
が
成
立
し

〈仮
説
。制
約
２
〉、
非
意
志
的
な
作
用
で
は

な
い

〈仮
説

・
制
約
３
〉
の
で
、
場
面

〈仮
説

。
制
約
１
〉
の
み
が
問
題
と
な

２つ
。ま
ず
Ｏ
⑩
は
、
〈仮
説

。
制
約
１
〉
（
１
）
の
場
面
で
あ
る
の
で

「
コ
ウ
」
は

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
＊
は
非
文
法
的
で
あ
る
こ
と
を
表
す
）

０

［Ａ
］
煮
付
け
用
の
大
根
は

｛Ｊ
川
引
劇
―こ１
／
Ｊ
引
ｕ
ｄ
／
Ｊ
引
劉

つ―

て
／
こ
う
｝
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑩

［Ｃ
ｌ
］
（舞
台
練
習
で
）
太
郎
が
出
て
き
た
ら
、
次
郎
は
こ
こ
を

（ｄ
川

な
風
に
／
こ
う
）
歩
く
。

そ
れ
に
対
し
、
次
の
０
０
の
よ
う
に

〈仮
説

・
制
約
１
〉
の
場
面
で
な
い
場

合

（０
０
は

「歩
き
方
・
歩
き
よ
う
」
「編
み
方
・
編
み
よ
う
」
を
説
明
。
分
析

し
て
い
な
い
）
に
は

「
コ
ウ
」
は
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

０

［Ｃ
ｌ
］
（銀
座
で
デ
ー
ト
中
）
太
郎
君
、
東
京
に
来
て
か
ら

一
度
で
も
女

の
子
と

｛
こ
ん
な
風
に
／
こ
う
し
て
／
＊
こ
う
｝
歩
い
た
？
き
っ
と
、
も

て
な
い
か
ら
無
理
ね
。

０

［Ａ
］
（先
生
が
授
業
中
、
生
徒
を
見
な
が
ら
心
の
中
で
）
毎
年
バ
レ
ン
タ



イ
ン
前
に
な
る
と
、
女
生
徒
は
み
ん
な
セ
ー
タ
ー
を

（
こ
ん
な
風
に
／
こ

う
し
て
／
＊
こ
う
｝
編
ん
で
い
る
な
あ
。

と
こ
ろ
で
、
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
す
る
述
語
で
も
、
そ
の
動
詞
の
語
彙

的
意
味
に
お
い
て

〈仮
説

・
制
約
１
〉
の
場
面
に
は
合
わ
な
い
動
詞
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
人
の
社
会
的
変
化
を
表
す

［Ｂ
ｌ
］
「結
婚
す
る
・就
職
す
る
」
等
や
、

人
の
長
期
的
動
作
を
表
す

［Ｃ
ｌ
］
「経
営
す
る

ｏ
通
勤
す
る
」
等
で
あ
る
。

０

［Ｃ
ｌ
］
（父
親
が
子
供
と
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
）
東
京
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

は
、
毎
朝

｛
こ
ん
な
風
に
／
＊
こ
う
｝
通
勤
す
る
ん
だ
。

で
は
、
上
代

・
中
古
に
お
け
る
こ
の

【用
法
１
】
の
例
を
み
て
み
よ
う
。

宍
仮
説

・
制
約
１
〉
の
場
面
で
は
な
い
。
「
コ
ウ
」
不
可
｝

⑭

「ま
こ
と
ぞ
。
を
こ
な
り
と
見
て
か
く
わ
ら
ひ
い
ま
す
る
が
は
づ
か
し
」

な
ど
の
た
ま
は
す
る
ほ
ど
に
、
内
裏
よ
り
式
部
の
丞
な
に
が
し
ま
ゐ
り
た

り
。
（枕
草
子

・
二
七
八
段
）
（馬
鹿
だ
と
思
っ
て
、
こ
う
し
て
笑
っ
て
お

り
な
さ
る
の
が
き
ま
り
わ
る
い
）

０
わ
が
身
ひ
と
つ
に
よ
り
、
親
兄
弟
、
片
時
た
ち
離
れ
が
た
く
ほ
ど
に
つ
け

つ
つ
思
ぶ
ら
む
家
を
別
れ
て
、
か
く
ま
ど
ひ
あ
へ
る
と
思
す
に
、
い
み
し

く
て

（源
氏
物
語

。
須
磨
）
（家
郷
を
棄
て
て
き
て
、
２

緒
に
）
こ
う
し

て
さ
ま
よ
っ
て
い
て
く
れ
る
）

宍
仮
説

・
制
約
１
〉
（
１
）
の
場
面
。
「
コ
ウ
」
可
）

⑩
し
な
ざ
か
る
　
越
の
君
ら
と
　
か
く
し
こ
そ

［可
久
之
許
曾
］
　

柳
か
づ

ら
き
　
楽
し
く
遊
ば
め

（万
葉
集
・四
〇
七

一
）
（柳
を
こ
う
鰻

（髪
飾
り
）

に
し
、
楽
し
く
遊
ぼ
う
）

０
里
分
か
ぬ
か
げ
を
ば
見
れ
ど
行
く
月
の
い
る
さ
の
山
を
誰
か
た
づ
ぬ
る

「か
う
慕
ひ
歩
か
ば
、
い
か
に
せ
さ
せ
た
ま
は
む
」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
。

（源
氏
物
語
。末
摘
花
）
（私
が
こ
う
つ
け
回
し
た
ら
、
ど
う
な
さ
い
ま
す
）

以
上
の
よ
う
に
、
上
代

。
中
古
に
お
け
る
こ
の

【用
法
１
】
の

「カ
ク
」
に

は
、
現
代
の

「
コ
ウ
」
の
よ
う
な
制
約
は
な
い
。

一二
■
二

【用
法
２
】
《変
化
の
様
相
》
に
つ
い
て

こ
の

【用
法
２
】
は
［Ａ
〓
Ｂ
２
］
の
動
詞
を
修
飾
し
、
発
話
者
ま
た
は
眼
前

の
他
者
の
動
作

・
作
用
の
結
果
現
れ
た
変
化
の
様
相
を
表
す
用
法
で
あ
る

《変

化
の
様
相
》。
こ
の

【用
法
２
】
も

【用
法
１
】
と
同
じ
く
、
述
語
は
す
べ
て
、

ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
が
成
立
し

〈仮
説
。制
約
２
〉、
非
意
志
的
な
作
用
で
は
な
い

の
で

〈仮
説

。
制
約
３
〉、
場
面

〈仮
説

。
制
約
１
〉
の
み
が
問
題
と
な
る
。

０

［Ｂ
２
冒
一本
の
電
線
は
熱
を
加
え
る
と
、
す
」う
／
こ
ん
な
風
に
｝
つ
な

が
り
ま
す
。

０

［Ａ
］
二
本
の
電
線
を

｛
こ
う
／
こ
ん
な
風
に
｝
つ
な
げ
て
く
だ
さ
い
。

「セ
ル
フ
』

０
０
は

〈仮
説

・
制
約
１
〉
｛
２
）
の
場
面
に
あ
た
る
の
で
、
「
コ
ウ
」
が
使

用
で
き
る
。
な
お
⑩
の
よ
う
に
動
詞
が

［Ａ
］
の
場
合
は
、
【用
法
１
】
《動
作
／

作
用
の
様
態
》
【用
法
２
】
《結
果
の
様
相
》
ど
ち
ら
も
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
次
の
⑩
ω
の
よ
う
に

〈仮
説

・
制
約
１
〉
の
場
面
で
な
い
も
の
は

「
コ

ウ
」
は
使
用
で
き
な
い
。

ω

［Ｂ
２
］
去
年
日
焼
け
し
た
時
も
、
皮
が

｛
こ
ん
な
風
に
／
＊
こ
う
｝
む

け
た
な
あ
。

ω

［Ａ
買
街
角
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
見
な
が
ら
）妻
が
生
き
て
た
頃
は
、

家
も
毎
年
ツ
リ
ー
を

｛
こ
ん
な
風
に
／
＊
こ
う
）
か
ざ
っ
た
な
あ
。

で
は
次
に
、
上
代

。
中
古
に
お
け
る
こ
の

【用
法
２
】
の
例
を
み
て
み
よ
う
。

宍
仮
説

・
制
約
１
〉
の
場
面
で
は
な
い
。
「
コ
ウ
」
不
可
｝

の
い
と
細
く
小
さ
く
結
び
た
る
あ
り
。
Ｆ
」れ
は
い
か
な
れ
ば
、
か
く
結
ぼ
ほ



れ
た
る
に
か
」
と
て
ひ
き
あ
け
た
ま
へ
り
。
（源
氏
物
語

。
胡
蝶
）
（何
故

こ
う
し
て
結
ん
で
あ
る
ま
ま
な
の
か
）

０
君
に
か
く
ひ
き
取
ら
れ
ぬ
る
帯
な
れ
ば
か
く
て
絶
え
ぬ
る
中
を
か
こ
た
む

（源
氏
物
語
。紅
葉
賀
）
（あ
な
た
に
こ
う
し
て
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
帯
で

す
か
ら
）

穴
仮
説

・
制
約
１
〉
（
２
｝
の
場
面
。
「
コ
ウ
」
可
｝

０
か
つ
は
頼
ま
れ
な
が
ら
、
か
く
な
り
ぬ
る
人
は
、
昔
の
賢
き
人
だ
に
、
は

か
ば
か
し
う
世
に
ま
た
ま
し
ら
ふ
こ
と
難
く
は
べ
り
け
れ
ば
（源
氏
物
語
。

須
磨
）
↑
」う
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
）

以
上
の
よ
う
に
、
上
代

。
中
古
に
お
け
る
こ
の

【用
法
２
】
の

「カ
ク
」
に

も
現
代
の

「
コ
ウ
」
の
よ
う
な
制
約
は
な
い
。

三
・
四
　
【用
法
３
】
《非
意
志
的
作
用
の
様
態
》
に
つ
い
て

こ
の

【用
法
３
】
は

［Ｃ
２
］
の
外
的
運
動
動
詞
を
修
飾
し
て
、
そ
の
非
意

志
的
な
作
用
の
様
態
を
表
す
。
こ
の
用
法
は
す
べ
て

〈仮
説

・
制
約
３
〉
に
違

反
す
る
た
め

「
コ
ウ
」
は
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

の

「
こ
う
や
っ
て
二
人
で
坐
っ
て
い
る
と
、
三
年
前
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
ね
」

「あ
の
と
き
も

｛
こ
ん
な
風
に
／
＊
こ
う
｝
風
が
吹
い
て
い
た
ね
」
「セ
ル
フ
』

で
は
、
上
代

・
中
古
に
お
け
る

【用
法
３
】
の
例
を
あ
げ
る
。

①
妹
に
恋
ひ
　
床
ね
ぬ
朝
明
に
　
を
し
鳥
の
　

」ヽ
ゆ
か
く
渡
る
［従
是
此
度
］

妹
が
使
か

（万
葉
集
二
一四
九

一
）
（お
し
鳥
が
こ
こ
を
こ
の
よ
う
に
飛
び

渡
る
の
は
、
あ
の
娘
の
使
い
な
の
か
）
　
　
　
　
　
．

∽
た
だ
今
も
渡
り
た
ま
は
な
ん
と
待
ち
き
こ
え
た
ま
へ
ど
、
か
く
暮
れ
な
む

に
、
ま
さ
に
動
き
た
ま
ひ
な
ん
や
。
（源
氏
物
語

。
真
木
柱
）
↑
」
ん
な
風

に
日
も
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
お
離
れ
に
な
る
は
ず
が

あ
ろ
う
）

以
上
の
よ
う
に
、
上
代

・
中
古
の
お
け
る
こ
の

【用
法
３
】
の

「カ
ク
」
に

も
、
現
代
の

「
コ
ウ
」
の
よ
う
な
制
約
は
な
い
。

四
　
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
が
成
立
し
な
い
述
語
に
つ
い
て

―
―

【用
法
４
】
―
―

こ
の
第
四
節
で
は
、
現
代
語

「
コ
ウ
」
は
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
し
な
い

述
語
を
修
飾
す
る
こ
と
が
で
き
ず

〈仮
説
。制
約
２
〉、
上
代
。中
古
の

「カ
ク
」

に
は
そ
れ
が
で
き
た
こ
と
を
示
す
。

な
お
現
代
語
に
お
い
て
、
こ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
し
な
い
述
語
を
修

飾
す
る
こ
と
が
で
き
る
近
称
の
指
示
副
詞
は

「
コ
ノ
ョ
ウ
ニ
・
コ
ン
ナ
風
二
・

コ
ウ
イ
ウ
風
二
・
コ
ノ
通
り
」
で
あ
る
。

四
・
一
【用
法
４
】
《静
的
状
態
の
容
子
》
に
つ
い
て

近
称
の
指
示
副
詞
が
、
静
態
動
詞
述
語

・
形
容
詞
／
形
容
動
詞
述
語

（形
容

詞
／
形
容
動
詞

（
＋
助
動
詞
じ
。
名
詞
述
語

（名
詞

（句
）
＋
判
定
詞

｛
＋
助

動
詞
し
を
修
飾
す
る
場
合
、
指
示
副
詞
は
そ
の
静
的
状
態
の
容
子
を
表
す
。
こ

の
用
法
を
本
稿
で
は

【用
法
４
】
《
静
的
状
態
の
容
子
》
と
呼
ぶ
。
以
下
に
現
代

語
の
例
文
を
示
す
。

ω

（講
演
で
科
学
者
が
ビ
デ
オ
映
像
を
指
差
し
）
地
球
上
に
は
ま
だ
、
我
々

の
測
り
知
れ
な
い
現
象
が

（
こ
の
よ
う
に
／
＊
こ
う
｝
存
在
し
て
い
ま
す
。

②
勇
介
く
ん
は
小
さ
い
頃
か
ら
、
す
」
の
通
り
／
こ
の
よ
う
に
／
＊
こ
う
｝

し
っ
か
り
し
て
い
る
。



⑩
昨
日
、
政
府
か
ら
こ
の
地
域
に
戒
厳
令
が
で
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
警
備
が

｛
こ
の
通
り
／
こ
ん
な
風
に
／
＊
こ
う
｝
厳
重
な
ん
で
す
。

①
お
盆
も
過
ぎ
る
と
、
こ
の
海
の
家
に
来
る
客
も

（
こ
の
通
り
／
こ
の
よ
う

に
／
＊
こ
う
｝
少
な
い
。

②

一
人
で
外
国
に
行
か
す
な
ん
て
無
茶
は
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
太
郎
は

ま
だ
、　
す
」
の
通
り
／
こ
の
よ
う
に
／
＊
こ
う
｝
子
供
な
ん
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
代
の

「
コ
ウ
」
は
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
し
な
い
述

語
を
修
飾
し
て
、
そ
の

《
静
的
状
態
の
容
子
》
を
表
す
こ
と
が
で
き
な
い

〈仮

説
・制
約
２
〉。
現
代
の

「
コ
ウ
」
は
他
の
指
示
副
詞
と
違
い
、
ア
ス
ペ
ク
ト
対

立
の
成
立
し
な
い
述
語
を
修
飾
す
る
と

《
静
的
状
態
の
容
子
》
を
表
す
の
で
は

な
く
、
【用
法
６
】
《
程
度
》
を
表
し
て
し
ま
う
。

例
お
盆
も
過
ぎ
て
、
こ
の
海
の
家
に
来
る
客
も
こ
う
少
な
い
と
、
商
売
に
な

ら
な
い
。

で
は
上
代

・
中
古
に
お
け
る

【用
法
４
】
の
例
を
あ
げ
る
。

（存
在
動
詞
｝

０
蓮
葉
は
　
か
く
こ
そ
あ
る
も
の

［如
是
許
曾
有
物
］
　

意
吉
麻
呂
が
　
家

な
る
も
の
は
　
芋
の
葉
に
あ
ら
し

（万
葉
集
書
一八
二
六
）
（蓮
の
葉
は
、

こ
ん
な
風
に
こ
そ
あ
る
も
の
だ
）

０
お
ほ
せ
ご
と
に
、
「か
う
帝
も
お
は
し
ま
さ
ず
、
睦
し
く
思
し
召
し
し
人
を

か
た
み
と
お
も
ふ
べ
き
に
　
（大
和
物
語
）
↑
」
の
よ
う
に
帝
も
い
ら
っ
し

ゃ
ら
ず
）

｛形
容
動
詞
｝

ω

「世
は
尽
き
ぬ
る
に
や
あ
ら
む
。
も
の
心
細
く
例
な
ら
ぬ
心
地
な
む
す
る

を
、
天
の
下
か
く
の
ど
か
な
ら
ぬ
に
よ
ろ
づ
あ
わ
た
だ
し
く
な
む
」
（源
氏

物
語
。薄
雲
）
（世
の
中
が
こ
の
よ
う
に
穏
や
か
で
な
い
の
で
、
何
か
に
つ

け
て
落
ち
着
か
な
い
の
で
す
）

（形
容
詞
｝

∞

「
い
と
際
々
し
う
も
の
し
た
ま
ふ
あ
ま
り
、
深
き
心
を
も
尋
ね
ず
も
て
出

で
て
、
心
に
も
か
な
は
ね
ば
、
か
く
は
し
た
な
き
な
る
べ
し
。
」
（源
氏
物

〓
Ｔ
雲
火
）
（そ
れ
が
気
に
入
ら
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
そ
っ
け
な
い
の

だ
ろ
う
）

｛名
詞

（句
こ

０
宮
仕
へ
仕
う
ま
つ
ら
ず
な
り
ぬ
る
も
、
か
く
わ
ず
ら
は
し
き
身
に
て
侍
れ

ば
。
（竹
取
物
語
）
↑
」
の
よ
う
に
煩
わ
し
い
身
の
上
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の

で
）

こ
の
よ
う
に
、
上
代

・
中
古
の

「カ
ク
」
は
現
代
の

「
コ
ウ
」
と
違
い
、
ア

ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
し
な
い
述
語
を
修
飾
し
て

《
静
的
状
態
の
容
子
》
を
表

す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
「カ
ク
し
か
ら

「
コ
ウ
」
へ
と
歴
史
的
に
変
化
し

て
い
く
う
ち
に
、
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
し
な
い
静
的
状
態
を
表
す
述
語
を

修
飾
す
る
場
合
に
は
、
【用
法
６
】
《
程
度
》
し
か
表
せ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

五
　
最
　
　
後
　
　
に

こ
こ
ま
で
に
検
証
し
て
き
た
こ
と
を
、
以
下
に
ま
と
め
る
。

［Ｉ
］
現
代
の

「
コ
ウ
」
は

《動
作
／
作
用
の
様
態
》
や

《変
化
の
様
相
》
そ

の
も
の
を
説
明

・
分
析
す
る
場
合
に
し
か
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

上
代

・
中
古
の

「カ
ク
」
は
そ
れ
以
外
の
場
合
に
も
用
い
る
こ
と
が
で

き
た
。
（↓

【用
法
１
】
【用
法
２
】
〈仮
説

・
制
約
１
と

［Ｈ
］
現
代
の

「
コ
ウ
」
は
非
意
志
的
な
作
用
を
表
す
述
語
を
修
飾
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
上
代
。中
古
の

「カ
ク
」
に
は
で
き
た
。
（↓

【用
法



３
】
〈仮
説

。
制
約
３
と

［Ⅲ
］
現
代
の

「
コ
ウ
」
は
ア
ス
ペ
ク
ト
対
立
の
成
立
し
な
い
述
語
を
修
飾
し

て

《静
的
状
態
の
容
子
》
を
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
上
代

・
中
古

の
「カ
ク
」
に
は
そ
れ
が
で
き
た
。
（↓

【用
法
４
】
〈仮
説
。制
約
２
と

つ
ま
り
、
こ
の

［Ｉ
］
［Ｈ
〕
［Ⅲ
］
で
示
し
た
現
代
の

「
コ
ウ
」
と
上
代

・

中
古
の

「カ
ク
」
と
の
相
違
が
、
歴
史
の
流
れ
の
中
で

「カ
ク
」
が
、
「カ
ク
↓

カ
ウ
↓
コ
ウ
」
と
形
態
的
に
変
化
し
て
い
く
過
程
で
失
っ
て
い
っ
た
機
能

・
用

法
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
変
化
は
、
「カ
ク
」
が
上
代
で
「ゴ
ト

（如
ご
、
中
古
で
は
「
ヤ
ウ

（様
ご

を
修
飾
す
る
こ
と
に
よ
り
で
き
た

「カ
ク
ノ
ゴ
ト
」
「カ
ヤ
ウ
」
の
出
現
か
ら
始

（７
）

ま
る
。
こ
の

「
ゴ
ト

（如
）

・
ヤ
ウ

（様
ご

と
い
う
静
的
状
態
を
表
す
語
と
複

合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「カ
ク
」
は
述
語
の
表
す
状
態
を
よ
り
分
析
的
に
表
現
し

始
め
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
中
世
以
降
に
な
る
と

「
カ
ウ
シ
タ

（
コ
ウ
シ
タ
）
・
コ
ノ
ゴ
ト
ク

・

コ
ノ
ヤ
ウ

ｏ
コ
ウ
ヤ
ッ
テ
」
が
次
々
と
現
れ
、
指
示
副
詞
に
よ

っ
て
述
語
の
表

す
状
態

。
時
間
的
局
面
を
、
よ
り
分
析
的
に
表
現
す
る
方
向
へ
と
進
ん
で
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の

［Ｉ
］
［Ｈ
］
［Ⅲ
］
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
何
時
こ
の
よ
う
に
変

化
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
調
査

・
分
析
の
段
階
で
あ
り
、　
い
ず
れ
稿
を

改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

江̈（１
）
指
示
副
詞
は
現
代
語
に
は
近
称
コ
。
中
称
ソ
・
遠
称
ア
の
三
系
が
存
在
す
る
が
、

古
代
語

（上
代
・
中
古
）
に
は
近
称
力
・
中
称
サ
の
二
系
し
か
な
い
。
こ
の
中
称
サ

系
は
上
代
。
中
古
に
お
い
て
、
照
応
・
観
念
用
法
し
か
な
く
、
現
場
の
対
象
を
直
接

指
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
近
称
力
系
だ
け
で
あ
っ
た

（岡
崎

（
一
九
九
九
）
よ

り
）。
つ
ま
り
古
代

（上
代
・中
古
）
の
近
称
力
系
は
、
現
代
の
近
称
コ
・中
称
ソ
・

遠
称
ア
の
指
示
副
詞
が
指
示
す
る
す
べ
て
の
範
囲
の
対
象
を
直
示
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。

（２
）

資
料
は
、
「万
葉
集
』
（小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
・お
う
ふ
う
）、
「源
氏
物
語
」

（小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）、
「土
左
日
記
」
「竹
取
物
語
』
『大
和
物
語
」

「伊
勢
物
語
」
『枕
草
子
」
「更
級
日
記
』
は
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
を
使
用
し
た
。

（３
）

今
回
の
分
類
は
、
岡
崎

（
一
九
九
九
）
で
提
案
し
た
も
の
に
修
整
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
。

（４
）

こ
こ
で
、
古
代
語

。
現
代
語
に
お
い
て
、
ど
の
語
を

一
語
の
指
示
副
詞
と
し
て
認

め
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば

「
コ
ウ
シ
テ
・
コ
ウ
ヤ
ッ
テ
」
は
、
【用
法
１
】

の
よ
う
に
被
修
飾
動
詞
の
動
作
・作
用
そ
の
も
の
の
様
態
を
表
す

一
方
、
以
下
の
〔１
〕

〔２
）
の
よ
う
に
、
被
修
飾
動
詞
の
動
作

・
作
用
と
時
間
的

・
空
間
的
に
共
存
す
る
動

作

・
作
用
の
様
態
を
表
す
用
法
が
あ
る
。
「
ヨ
ウ
」
に
は
、
こ
の
働
き
は
な
い
）

〔１
〕授
業
が
終
わ
る
ま
で
、
「
「
刊
コ
「
う
引
創
利
「
ｑ
４
＊―
司
引
）
立
っ
て
い

な
さ

い
。

｛
こ
う
し
て
／

こ
う
や

っ
て
｝
＝

「
バ
ケ
ツ
を
手

に
提
げ
た
ま
ま
」
Ｆ
」
う
し

た
ま
ま
」

〔２
）
「
い
つ
ま
で
入
っ
て
る
の
ノ
」
コ
Ｊ
引
日
剰
ソ
利
引
劇
「
「
ｑ
刻
＊―
司
引
｝
風

呂
に
入
る
の
が
俺
は
好
き
な
ん
だ
」

（こ
う
し
て
／
こ
う
や
っ
て
｝
＝

「本
を
読
み
な
が
ら
」
「
こ
う
し
な
が
ら
」

こ
れ
は
南
不
二
男

（
一
九
九
三
）
の
従
属
句
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ
類
の
三
段
階
の
う
ち
、

も

っ
と
も
従
属
度
の
高
い
Ａ
類

（「
～
テ
ー
し

と
同
じ
働
き
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

南

（
一
九
九
二
）
で
も
、
こ
の
Ａ
類

「
～
テ
ー
」
に
つ
い
て
、
「
い
わ
ば
状
態
副
詞
的

（七
九
頁
ご

と
す
る
よ
う
に
副
詞
の
用
法
と
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
「
コ
ウ
シ
テ
・
コ
ウ
ヤ
ッ
テ
」
に
つ
い
て
は

【用
法
１
】
を
持

つ
こ
と
か
ら
、　
一
語
の
指
示
副
詞
と
し
て
扱
い
、
被
修
飾
動
詞
と
並
行
し
て
行
わ
れ

る
副
次
的
な
動
作

・
作
用
の
様
態
し
か
表
さ
な
い

「
こ
う
し
な
が
ら

・
こ
う
し
た
ま

ま
」
等
は
従
属
句
と
す
る
。
古
代
語
で
こ
の
従
属
句
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は

「カ
ク
テ

・
カ
ク
シ
ツ
ツ
・
カ
ク
ナ
ガ
ラ
」
等
で
あ
る
。
以
下
に
例
を
示

す
。〔３
〕
水
底
に
　
生
ふ
る
玉
藻
の
　
生
ひ
出
で
す
　
よ
し
こ
の
こ
ろ
は
　
か
く
て
通

は
む

［如
是
而
将
通
］
（万
葉
集

・
二
七
七
八
）
↑
」う
し
て

（＝
人
目
を
忍

び
な
が
ら
）
あ
な
た
の
も
と
に
通
お
う
）

〔４
〕
嘆
き
つ
つ
わ
が
よ
は
か
く
て
過
ぐ
せ
と
や
胸
の
あ
く
べ
き
時
ぞ
と
も
な
く

（源
氏
物
語
・賢
木
）
↑
」う
し
て

（＝
嘆
き
を
繰
り
返
し
な
が
ら
）
過
ご
せ

と
い
う
の
か
）



〔５
〕
「
い
と
う
れ
し
き
こ
と
な
れ
ど
、
世
に
似
ぬ
さ
ま
に
て
、
何
か
は
。
か
う
な

が
ら
こ
そ
朽
ち
も
亡
せ
め
と
な
む
思
ひ
は
べ
る
」
（源
氏
物
語

・
蓬
生
）
↑
」

う
し
た
ま
ま
朽
ち
果
て
て
し
ま
お
う
と
）

但
し
、
Ｆ
」う
し
て

。
こ
う
や
っ
て
」
が

【用
法
１
】
と

〔１
〕
（２
）
の
よ
う
な

用
法
を
併
せ
も
つ
こ
と
、
ま
た
古
代
語

「
カ
ク
＋

（テ
・ナ
ガ
ラ
ご

が
、
現
代
語
に

は

「
コ
ウ
＋
シ
＋
テ
」
「
コ
ウ
＋
シ
タ
＋
マ
マ
」
等
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
本

論
の
考
察
対
象
で
あ
る

「カ
ク
↓
コ
ウ
」
変
化
と
決
し
て
無
関
係
で
は
な
く
、
総
合

的
に
扱
う
必
要
が
あ
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

（５
）

眼
前
の
他
者
と
は
、
次
の
例
の
よ
う
に
人
で
な
い
場
合
も
あ
る
。

（１
×
咋
日
の
台
風
の
様
子
を
話
し
て
い
る
）

濁
流
が
、
人
を
こ
う
の
み
こ
ん
だ
ん
で
す
。

（２
〕さ
っ
き
風
が
Ｊ
引
吹
き
つ
け
て
き
て
、
髪
が
こ
ん
な
に
乱
れ
ち
ゃ
っ
た
。

こ
の

「
コ
ウ
」
は
、
「濁
流
・
風
」
の

「
の
む
・
吹
く
」
と
い
っ
た
非
意
志
的
な
作

用
の
様
態
を
表
す
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
態
は
発
話
者
の

［Ｉ
］
（身
体

的
運
動
）
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
表
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
で
あ

り
、
「濁
流

・
風
」
の
非
意
志
的
作
用
を
直
接
示
す
も
の
で
は
な
い
。

（６
）

（５
）
で
示
し
た
よ
う
に
、
発
話
者
の

［Ｉ
］
（身
体
的
動
作
）
で
再
現
可
能
な
様
態

の
場
合
の
み
、
「
コ
ウ
」
は
非
意
志
的
作
用
を
表
す
述
語
を
修
飾
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（７
）

上
代
の
「カ
ク
ノ
ゴ
ト
」
は
用
例
は
非
常
に
少
な
い
。
ま
た
中
古
以
降

「如

（し
ご

は
築
島
裕

（
一
九
六
九
）
『平
安
時
代
語
新
論
』
（東
京
大
学
出
版
会
）
で
述
べ
る
よ

う
に
漢
文
訓
読
特
有
の
語
で
あ
り
、
「カ
ク
ノ
ゴ
ト
」
は
和
文
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
。
ま
た
中
古
に
は
用
例
は
非
常
に
少
な
い
が

「カ
ヤ
ウ
ニ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
働
き

を
す
る

「カ
ク

（カ
ウ
）
ザ
マ
ニ
」
が
あ
る
。
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